
 

二
〇
〇
九
年
度 

ほ
の
研
十
大
ニ
ュ
ー
ス 

二
〇
〇
九
年
度
、
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
は
、
情
報
発
信
・
人
材
育
成
・

研
究
発
表
・
継
続
実
施
の
四
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
、
ほ
の
ぼ
の

社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
各
種
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

以
下
に
代
表
的
な
十
項
目
を
挙
げ
ま
す
。 

情
報
発
信
は
①
五
月
よ
り
ほ
の
研
ブ
ロ
グ
を
掲
載
開
始
②
七
月

に
設
立
二
周
年
記
念
講
演
会
③
十
月
に
第
一
回
特
別
講
演
会
（
回
想

法
の
野
村
豊
子
先
生
）
④
十
二
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
講
演
会
を
実
施
。

人
材
育
成
は
⑤
当
研
究
所
所
長
大
武
准
教
授
に
よ
る
月
二
回
全
六

回
の
連
続
講
座
⑥
市
民
研
究
員
を
講
師
と
す
る
全
三
回
の
共
想
法

体
験
講
座
で
共
想
法
の
普
及
と
、
有
能
な
人
材
の
確
保
を
は
か
る
。

研
究
発
表
は
、
⑦
六
月
に
高
松
で
開
催
さ
れ
た
人
工
知
能
学
会
全
国

大
会
で
、
市
民
研
究
員
が
発
表
、
⑧
国
際
的
に
は
十
一
月
に
米
国
ア

ト
ラ
ン
タ
で
開
催
の
国
際
回
想
法
学
会
に
お
い
て
、
大
武
准
教
授
が

共
想
法
に
つ
い
て
発
表
。
国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
学
術
講
演
会
で
の

参
加
発
表
を
進
め
た
。
継
続
事
業
と
し
て
は
、
⑨
賛
助
会
員
や
新
規

見
学
者
を
対
象
に
、
月
一
回
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
共
想
法
を
八
月
に
開

始
、
⑩
二
〇
一
〇
年
二
月
か
ら
、
体
験
講
座
修
了
者
有
志
を
対
象
に
、

全
四
回
の
標
準
共
想
法
を
行
う
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
細
部
に
つ
い
て
は
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 
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二
〇
一
〇
年
度 

事
業
計
画 

二
〇
一
〇
年
度
は
、
前
年
度
に
設
計
し
実
行
に
移
し
た
、
四
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
す
る
基
盤
事
業
を
、
外
部
機

関
と
の
連
携
を
通
じ
て
よ
り
効
果
的
に
実
施
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
四
つ
の
連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。 

第
一
に
、
次
世
代
の
交
通
機
関
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
、
長
距

離
の
外
出
が
困
難
で
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
な
、
切
実
に
認
知
症
予
防

を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
共
想
法
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
際
、
独

居
高
齢
者
の
見
守
り
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
セ
ン
サ
に
よ
り
、
外
出

の
度
合
い
と
そ
の
変
化
を
評
価
し
ま
す
。
第
二
に
、
地
域
の
病
院
、

医
師
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
上
記
対
象
者
の
発
掘
を

行
い
、
認
知
症
予
防
事
業
に
認
知
症
予
防
を
必
要
と
す
る
方
が
集
ま

り
に
く
い
と
い
う
全
国
共
通
の
課
題
の
解
決
を
試
み
ま
す
。
今
年
度
、

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
助
成
を
受
け
、
共
想
法
普
及
の
た
め
の
チ

ラ
シ
と
、
ほ
の
研
パ
ン
フ
の
作
成
と
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
第

三
に
、
介
護
施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、
共
想
法
の
認
知
症
予
防
効
果

を
継
続
的
に
検
証
す
る
手
順
を
、
実
践
を
通
じ
て
作
成
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し

て
、
共
想
法
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
今

年
度
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
助
成
を
受
け
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
で
実
施
し
、
各
方
面
の
先
生
方
に
御
指
導
、

御
講
演
を
頂
く
予
定
で
す
。
第
四
に
、
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
に
よ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
共
想
法
と
を
組
み

合
わ
せ
た
総
合
的
な
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
参
加
者
有
志
の
方
に
、
後
日
共
想
法
に
御
参
加
頂
き
ま
す
。

こ
の
他
、
一
連
の
連
携
を
可
能
と
す
る
次
世
代
の
共
想
法
支
援
シ
ス

テ
ム
を
開
発
中
で
、
今
年
度
中
に
、
試
験
的
に
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
基
礎
固
め
の
一
年
と
す
る
所
存
で
す
。 

代
表
理
事 

大
武
美
保
子 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
大
学 

講
演
会
を
聴
講
し
て 

平
成
二
二
年
二
月
二
十
日(

土)

の
午
後
、
多
摩
市
立
関
戸
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
大
学
」
講
演
会
で
、
わ
が
「
ほ
の

ぼ
の
研
究
所
」
の
大
武
美
保
子
先
生
が
『
話
し
て
、
聞
い
て
、
脳
を

元
気
に
～
ふ
れ
あ
い
共
想
法
に
つ
い
て
～
』
と
題
し
て
、
講
演
さ
れ

た
。
以
下
は
、
そ
の
要
旨
で
あ
る
。 

講
演
会
の
参
加
者
は
、
多
摩
市
及
び
近
隣
在
住
の
高
齢
者
、
男

女
約
百
五
十
名
、
平
均
年
齢
六
十
七
歳
。 

講
演
は
、
四
つ
の
主
題
、

①
サ
ー
ビ
ス
学
、
②
共
想
法
、
③
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
、
④
タ
コ
実
現
、

と
共
想
法
の
ミ
ニ
実
演
で
あ
っ
た
。
特
に
、
④
の
タ
コ
（
他
己
）
実

現
と
は
、
周
り
（
「
他
」
者
）
を
楽
し
ま
せ
て
自
分
（
自
「
己
」
）
も

楽
し
む
こ
と
で
、
自
己
実
現
に
代
わ
る
新
た
な
考
え
方
と
し
て
提
案

さ
れ
た
。
共
想
法
の
ミ
ニ
実
演
で
は
、
テ
ー
マ
「
好
き
な
食
べ
物
」

に
つ
い
て
、
二
回
に
分
け
て
計
十
名
の
方
が
壇
上
に
上
が
り
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
囲
ん
で
、
各
自
用
意
し
た
写
真
一
枚
を
説
明
さ
れ
た
。
時

間
の
関
係
で
、
質
疑
応
答
の
時
間
は
、
残
念
な
が
ら
割
愛
さ
れ
た
が
、

ご
年
配
の
方
ら
し
く
、
甘
党
関
連
の
題
材
が
多
く
面
白
か
っ
た
。 

 

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ  

四
月
四
日
（
日
）
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
の

“
手
賀
沼
の
花
見
と
我
孫
子
の
文
化
に
ふ
れ
る
”
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
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な
お
、
こ
の
講
演
は
、
昨
年
五
月

頃
、
講
演
タ
イ
ト
ル
と
同
名
の
共

想
法
の
紹
介
記
事
が
、
年
金
受
給

者
の
た
め
の
生
活
情
報
誌
「
長
陽
」

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
あ
る
。
主
宰
者
の
「
共
想
法
」

へ
の
関
心
は
高
く
、
今
後
の
展
開

が
期
待
さ
れ
る
。 

市
民
研
究
員 

塚
脇
章
生 

多摩市関戸公民館講演会場の様子 

 
ほほ



ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
筆
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
者
で
あ

る
と
同
時
に
当
研
究
所
の
市
民
研
究
員
と
し
て
、
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
二
六
名
、
内
、
ほ
の
研
関
係
者
が
十
名
、
全
長
約
９
㎞
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
は
天
候
不
順
が
続
き
、
朝

か
ら
曇
り
、
雨
こ
そ
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
と
て
も
寒
い
一
日
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
大
変
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
北
柏
駅
を
起
点
に
、
前
半
の
手
賀
沼
沿

い
の
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
約
５
㎞
平
坦
な
道
を
、
左
手
に
七
分

咲
き
の
桜
、
右
手
に
手
賀
沼
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
手
賀
沼

に
は
我
孫
子
市
の
鳥
、
オ
オ
バ
ン
を
は
じ
め
、
マ
ガ
モ
、
カ
ル
ガ
モ
、

ア
オ
サ
ギ
、
コ
サ
ギ
、
ユ
リ
カ
モ
メ
、
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
等
の
水
鳥

が
次
々
と
現
れ
、
花
（
？
）
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
約

２
時
間
半
歩
い
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
最
大
の
楽
し
み
「
お
昼
ご
飯
」

は
、
三
月
二
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
高
野
山
の
丘
の
上
の

〝
高
野
山
桃
山
公
園
〟
手
賀
沼
を
見
渡
せ
る
す
ば
ら
し
い
景
色
…
、

や
っ
ぱ
り
風
が
冷
た
く
、
ふ
る
え
な
が
ら
の
お
昼
で
し
た
。 

 

手
賀
沼
を
見
渡
せ
る
丘
の
上
は
、
古
代
か
ら
住
環
境
が
良
か
っ
た
ら

し
く
、
古
墳
も
沢
山
残
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
全
員
元
気
よ
く
全
行
程
を
完
歩
。
ス

タ
ー
ト
前
に
”
歩
き
き
れ
る
か
な
あ
？
”
と
心
配
し
て
い
た
方
も
無

事
歩
き
き
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？ 市

民
研
究
員 

黒
田
征
二 

後
日
談
：
四
月
二
七
日
（
火
）
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
中
五
名
が
、

黒
田
さ
ん
司
会
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
共
想
法
に
参
加
し
ま
し
た
。 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
同
乗
記 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
二
六
日
（
金
）
の
午
後
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
乗
り
、

水
辺
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
野
鳥
の
さ
え
ず
り
と
木
々

を
渡
る
風
の
音
し
か
聞
こ
え
ず
静
か
で
ま
る
で
外
国
を
思
わ
せ
る

場
所
で
し
た
。
そ
の
後
、
隣
接
す
る
柏
ビ
レ
ジ
を
散
歩
し
た
時
の
様

子
を
、
住
宅
街
に
住
む
犬
の
視
点
で
綴
っ
た
随
筆
を
お
届
け
し
ま
す
。 

題
名
：
「
あ
る
老
犬
の
独
語
」 
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ら
近
寄
っ
て
来
た
。
ど
う
も
よ
そ
者
ら
し
い
が
怪
し
い
人
で
は
な
い

ら
し
い
。
塀
の
上
に
上
が
っ
て
歓
迎
の
意
味
で
取
り
あ
え
ず
尻
尾
を

振
っ
て
み
せ
た
ら
、
女
性
の
一
人
が
近
寄
っ
て
き
て
喉
元
を
く
す
ぐ

る
の
で
思
は
ず
大
あ
く
び
を
し
た
。
そ
こ
を
め
が
け
て
背
の
高
い
女

性
が
す
か
さ
す
写
真
を
撮
り
に
か
か
っ
た
。
私
は
も
う
老
女
で
あ
る

か
ら
形
振
り
は
か
ま
わ
な
い
が
、
若
い
犬
様
で
あ
れ
ば
一
声
吠
え
て

抗
議
を
す
る
と
こ
ろ
だ
。
で
も
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
団
地
族
以
外
の

異
種
人
類
に
お
目
に
か
か
っ
て
眠
気
が
覚
め
た
。
「
友
あ
り
遠
方
よ

り
き
た
る
又
珍
し
か
ら
ず
や
」 

気
軽
に
外
出
！ 

＝
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
無
料
）
を
利
用
し
て
＝ 

 

東
京
大
学
は
柏
市
と
共
同
し
て
、
九
月
～
十
月
に
柏
南
部
地
域

（
増
尾
・
新
柏
・
逆
井
）
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
走
ら
せ
る
実

験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
、
乗
客
の
デ
マ

ン
ド
（
希
望
）
に
合
わ
せ
て
走
行
す
る
次
世
代
の
交
通
機
関
で
す
。

ご
利
用
頂
け
る
方
は
、
事
前
に
ご
登
録
頂
い
た
対
象
地
域
内
に
住
む

高
齢
者
（
六
五
歳
以
上
）
、
介
護
者
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
で
す
。
実
験

の
趣
旨
を
御
理
解
頂
き
、
御
協
力
頂
け
る
こ
と
が
参
加
の
条
件
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で

予
約
を
入
れ
る
と
、
予
約
し
た
時
間
に
ご
自
宅
前
（
自
宅
登
録
可
能

ゾ
ー
ン
）
に
車
が
来
て
、
目
的
地
（
移
動
可
能
ゾ
ー
ン
）
ま
で
運
ん

で
く
れ
ま
す
。
ほ
の
ぼ
の
研
究
所
で
は
、
こ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
利
用
し
て
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
と
組
合
せ
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の

「
共
想
法
体
験
コ
ー
ス(

全
三
回)

」
を
開
催
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

編
集
後
記 

 

こ
の
春
は
天
候
が
不
順
で
夏
と
冬
が
交
互
に
来
て
、
桜
の
花
も
咲

こ
う
か
咲
く
ま
い
か
大
変
迷
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
体
調

管
理
の
難
し
い
中
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず
に
記
事
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま

し
た
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

編
集
子 

今
後
の
予
定 

＊
六
月
開
講 

ふ
れ
あ
い
共
想
法
標
準
講
座 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

体
験
講
座
修
了
者
を
主
対
象 

＊
七
月
十
三
日 

ほ
の
ぼ
の
研
究
所
三
周
年
記
念
講
演
会
・
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス 

＊
九
、
十
月
開
講 

ふ
れ
あ
い
共
想
法
体
験
講
座 

オ
ン
デ
マ
ン
ド 

バ
ス
利
用
で
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
来
所
講
座 

午
後
は
我
孫
子
に
ゆ
か
り
の

文
化
人
の
足
跡
を
た
ど
る
史

跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
旧

村
川
別
荘
、
子
の
神
大
黒
天
、

滝
井
孝
作
仮
寓
跡
、
志
賀
直
哉

邸
跡
、
杉
村
楚
人
冠
邸
跡
、
嘉

納
治
五
郎
別
荘
跡
三
樹
荘
、
香

取
神
社
と
辿
っ
て
、
午
後
四
時

頃
ゴ
ー
ル
の
我
孫
子
駅
へ
。 

某
日
の
午
後
、
私
は
何
時
も
の

通
り
こ
く
り
こ
く
り
と
う
た
た

寝
を
決
め
込
ん
で
い
る
と
、
急

に
数
人
の
声
が
し
て
き
た
。
は

て
今
日
は
主
人
は
朝
か
ら
不
在

の
筈
だ
と
思
い
だ
し
、
塀
の
外

を
覗
い
て
み
る
と
女
性
二
人
と

男
性
二
人
が
何
や
ら
話
し
な
が 

大あくびする老犬 

桜が満開の、子の神大黒天前にて 


